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１ 題  材 曲線のある形の面積 

２ 指導計画（総時数１０時間）      ○重点化する「全ての学習の基礎となる資質・能力」 

小題材 主な学習活動【評価規準】 時間 基盤となる資質・能力 
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１ 身の回りにある図形のおよその求め方について話し合い，外接円と内接円から円の面積の見当をつけ，面積を調べる。 

【思：身の回りの図形や円の面積についておよその面積の求め方を考えている。】 
１   ○ ○   
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② ２ 既習の図形に等積変形して，円の面積を求めることができる。 
【主：円の面積を既習の図形に変形して，面積を求めようとしている。】  

１  ○   ○  

３ 公式を適用して，円の面積を求める。 

【知：求積公式を適用して，円の面積を求めることができる。】 
１ ○    ○  

工
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４ 半円や正方形と四分円を組み合わせた図形の面積を求める。 

【知：求積公式を半円や四分円に適用することができる。】 
１    ○ ○  

５ 正方形と２つの四分円を組み合わせた形の面積の求め方を考える。 
【考：既習の面積の求め方を基にして, 曲線のある形の面積の求め方を考えることができている。】  

１  ○   ○  

６ おうぎ形について，中心角と面積の関係を調べ、おうぎ形の面積を求める。 

【知：おうぎ形をかいたり，面積を求めたりすることができる。】 
１   ○    

お
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① ７ 身近にある図形の概形をとらえ，面積を概測する方法を理解し，面積を求める。 

【考：概形を基本的な図形として，面積の求め方を考えることができる。】 
１   ○  ○  

練
習

① ８ 既習事項の理解を深める。 

【知：既習事項を振り返り，曲線のある形の面積の求め方についての理解を深める。】 
１   ○   ○ 
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① ９ 既習事項の確かめをする。 

【知：題材を振り返り，分かったことをまとめ，連取問題を解くことができる。】 
１   ○   ○ 
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① 

１０ ひもを利用して，円を三角形に変形して，円の面積の求積公式を導き出す。 

【考：三角形の面積の公式から円の面積の公式を導き出している。】 
１    ○  ○ 

３ 本時（５／１０） 

(１) 目標 

   正方形と２つの四分円を組み合わせた形の面積の求め方を考えることができるようにする。 

(２) 評価規準 

   既習の面積の求め方を基にして, 曲線のある形の面積の求め方を考えることができている。 

                                    【思考・判断・表現】 

(３) 指導に当たって 

   ア 主体的な学びの視点 

導入において，色分けした正方形と四分円を組み合わせた図形を提示する。陣取りの要素を使

い，「どちらの面積の方が大きいかはっきりさせたい。」という学習意欲を高めることができるよ

うにする。見通す段階において，これまでの学習内容を振り返らせたり，話し合わせたりするこ

とによって，問題を解決することができるようにする。 

 イ 対話的な学びの視点 

小集団や全体での話し合いにより，多様な考えを「共有化・吟味」したり，「考えをつなぐ言葉」

を活用したりして，「組み合わせる」，「知っている形に直す」などの考え方に着目させ，面積の

求め方を統合的に捉えることができるようにする。 

   ウ 深い学びの視点 

振り返る過程において，本時を振り返り，活用した数学的な見方・考え方を明確にすることで，

学びの変容や問題を解決することのよさを実感することができるようにする。 

 今回の授業は，以下の検証を行うものである。 

○ 課題の内容と提示の仕方の工夫，振り返る活動の改善・充実は，「主体的な学び」の視点とし

て，有効であったか。 

○ 「共有化・吟味」の視点や「考えをつなぐ言葉」を活用した指導の工夫は，「対話的な学び」

の視点として，有効であったか。 



（４）本時の展開              〔 〕子供の意識 ○ 指導の手立て ※評価規準 

過程 時間 主な学習活動 指導の手立て 

つ
か
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１０ 

１ 学習課題を受け止める。 

 

 

・ 外側の方が広いかな。 

・ 今日は，内側の面積を求めてみよう。 

 

２ 学習問題を焦点化する。 

 

 

 

３ 解決の見通しをもつ。 

・ 面積を分けて考えることはできない

かな。 

・ 円の の面積を基にすればよさそう

だ。 

 

４ 色の付いた部分の面積の求め方を考

える。 

・  の円から三角形をひ引いて求めて

みよう。 

・  の円の２つ分から正方形をひいて

求めてみよう。 

 

５ 小集団で話し合う。 

・ 色々な方法があるんだな。 

・ 同じ考えや違う考え方はどれかな。 

 

６ 学級全体で話し合う。 

・ 引いたり，組み合わせたりすると求

めることができた。 

・ 知っている形に直すと求めることが

できた。 

 

７ 本時の学習について確認する。 

 

 

 

 

 

８ 適用問題に取り組む。 

・ 他の形の面積でも同じように求めら

れるぞ。 

・ 他の考え方でも解決してみよう。 

 

９ 本時の学習を振り返る。 

・ 他の面積の求め方も挑戦したいな。 

・ これまでの考え方で解決できたぞ。 

○ 前時の学習を振り返り，色の付いた

部分の面積とその周りの面積を比較す

ることで，色の付いた部分の面積を求

める必要があることに気付くことがで

きるようにする。 

 

○ 試行した結果や課題を出し合う場を

設定することで，解決の見通しをもつ

ことができるようにする。 

 

○ １つの解決方法でできた子供には，

他の方法で解決することができるよう

に声かけをし，さらにどのような表現

を使えばよいか考えることができるよ

うにする。 

 

○ 自力解決が難しい子供には，具体的

に操作したり，考え方カードを提示し

たりすることで，解決の見通しがもて

るようにする。 

 

○協  小集団で話し合うことで，多様な友

達の考えを理解し，自分の考えを反映

させたり，よさや違いに気付くことが

できるようにしたりする。 

 

※ 全体から部分を引いたり，組み合わ

せたり，変形させたりして，面積の求

め方を考えることができたか。 

（活動の様子やノート，発表） 

【思考・判断・表現】 

 

○ 「考えをつなぐ言葉」を用いて，共

有化・吟味して，共通性に着目するこ

とで，統合的に捉えることができるよ

うにする。 

 

○ 適用問題を解くことで，本時で学ん

だことが他の問題でも用いることがで

きることを理解することができるよう

にする。 

 

○ 学習問題や解決方法を基にしなが

ら，本時の学習内容や学び方を振り返

ることで，統合的・発展的に考察でき

ようにする。 
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１０ 

 色の付いた部分の面積とその他の部

分の面積は，どちらが広いでしょうか。 

 色の付いた部分の面積は，どのよう

に求めればよいだろうか。 

曲線のある形の面積を求めるには，

全体から部分をひいたり，組み合わせ

たりして求めるとよい。 

 知っている形に直すとよい。 
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